
























































































































































































































































































































活躍モデルをイメージします。　「コーディネーター」として、地域を取り巻く課題やニーズに対応する計画や協働活動を創出する人材（ＮＰＯ法人、地域人材養成機関などで活躍） 。 「エコノミスト」 として、地域に根差した経済・産業活動に関わる人材





して、各種データや情報の処理スキル、論理的思考を身につけ、マクロ経済の動向を理解するとともに、地域課題をミクロ的に分析できる能力の修得 めざします。さらに、組織 マネジメントに不可欠な経営学など 諸領域も学び、経済・社会活動を展開するうえで常識 いえる素養を養います。　
こうした科目を、実践と結び
つけながら学ぶ点が、地域創生学部の教育の特徴で 。１年生の基礎から上級生の応用に至るまで、フィールド学習を行うための教育や理論科目を繰り返し、ＰＤＣＡサイクル 螺旋的に展開しながら学んでいくことになります。１年生は地域理解のための基礎知識 獲得
実習で地方の潜在価値・課題の発見に取り組み、２年次でさらに多方面から検証、課題設定に向けた幅広い視野を涵養します。３年次では各自の専門的テーマ課題の探究を行い、実習の場で具現化を試みます。さらに４年次の卒業研究で 角的視点からの評価を受け、 課題発見・解決能力の質的向上を図っていくイメージです。学び、 習う（試す）ことを実践することで 学びを実社会で活かす能力・資質を高めていきます。　
これを有効にする体制のひと
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先にお話した地域構想研究 は北日本エリアを横断する地域が連携した「天の河コンソーシアム」 と、太平洋沿岸地域を結ぶ、 「くろしおコンソーシアム」 の２つのコンソーシアム（広
域地域自治体連携） を結成しました。これらの地域が地域創生学部の学習フィールド 拠点となります。日本各地域と横断的に連携する２つのコンソーシアムの結成は他にないユニークな試み いえます。　
地域創生学部ではコミュニケー






















ことができます。それが、すべての生きとし生けるものを思いやる「慈悲」 、自らを頼りに真実とは、真理とは何かを求めて歩む「自灯明」 、相互に対立する２つの極端なものにかたよらない「中道」 、そ て共に生き ともに目標を達成しようとする 共 」 です。これらを兼ね備えた「４つ 人となる」 のが本学の教育ビジョンです。　
学生は「４つの人となる」 ことを目
指し、一方教員は「４つ 人となる」ことを念頭に教育をして き、そういう人を育て 世に送り出すことで大正大学らしい学風が醸成されていくと考えています。　
さらに、本学が重点を置いている





亡くなったとき、大き ショックを受け、心に大きな穴が開いたよう なていました。心を傾け誠心誠意お世話をし た祖母も亡くなってしまう、その当時は、いわば無常を感じてと思います。その私を見て、生と死それに通じる仏の教えをして下さったのが私の実家の菩提寺 和尚さんでし 。そして んな私に「お坊にならないか？」 と勧めてくれ のが始まり す。しか 、私には仏 世界が全く分かりませんでしたし、あまり気が進みませんで た。いろんな宗派があるのさえ知らなかったのです。　
とはいえ担任の先生の強い勧めも













なかったかもしれません。しかし、いろんなことに対してポジィティブに取り組 でいました。遊びはそうですが、勉強にしても積極的に楽しんでいました。同じ時間を過ごすのであれば、楽 みながらやった方が絶対いいですよね。授業 いやいや受けるの はなく、楽しいことがあると思い受けることで そこに新たな発見があるはずです マイナス思考からは何かを生み出 ことは少ないでしょう。プラス思考の中からこそ、何かを生み出すことが
きるのです。だから学生の皆さんは、自発的に、積極的に学んでほしいですね。そして学生生活をエンジョイしてください。　
私はある時期までは流されるよう










を迎えます。本学は大乗仏教の精神を建学の理念とし、四宗の連合により運営されており、私たち日本人の心のよりどころとなっている仏教の精神をもとに人材育成を行なってきました。そして社会の変化や発展にあわせつつも、建学の理念にもとづいて新たなチャレンジを続けてまいりましたこの展開をさらに推し進めていくのが私の大きな使命でもあります。 長い歴史の中で常に改革・発展を続けてきたのが大正大学の学風で ると思います。そ なかで大きな部分を占めるのが大学の主役である学生です。　
まじめだけど大人しい、内向きな
































































という連絡があったときは 「よし！」 と思いました。 いうのは、最終選考に残ると選評がもらえるんです。今後書き続けていくためにプロを目指すのか、趣味で書いていくかを考える意味でも評をもらうことは重要でした。



























































































































































会や自分の環境は変化していま しかし、当時の気持ちを忘れず、自分自身の持っている勢いを保ち続けていきたいと考えています。奇 てらうことなく、地道にや くことですね。これからも全力でよく働き、よく遊び続けたいと思っています。
ています。また卒業生同士が同じ職場で働くことが多くなり、そこでも先輩が後輩を指導していると聞くと、教え子たちは頑張っ るなと嬉しくなります。最近で 実習生やボランティアとして学生を受け入れてくれる卒業生の職場も多くなりました。さらに現場での経験を踏まえ、社会福祉の研究をしたい 大学院に戻ってくる卒業生もいて、意識向上してきていると感じます。――
 では、沖倉先生が教員として常に






































来年には地域創生学部を新設します。地域連携の面で私たちがもっと、地域の方々とコミュニケーションを取て、関係を密にしなければと考えています。 私個人 しては、 近隣地域の方々に顔を覚えていただき、頼りにしていただけるような存在になりたいと思います。もっと積極的に地域の方々と交流していきたいで ね。










てなし”というぐらいですから、すごい“うら技” があるのです。オリンピックのための“よそゆき” ではなく、あたりまえのおも なしがうれしい　
２０２０年に東京オリンピックの
開催が決まった影響もあるかもしれませんが、最近は外国人の観光客の姿を本当に多く見かけるようになりました。浅草を歩いていると、 「ここはどこの国？」 と思わずまわりを見回して まうほどです。　
さて、最近の出来事をふたつ。
道に迷ってしまった私とお友達。地図やスマホを見ながらおろおろしている私たちに女性 近づいてきて親切 道を教えてくれした。別れ際に交わし 挨拶は「謝々」 （シェイシェイ） 。中国の
人だったのです。偶然にもその後で再び道を尋ねたのも韓国の人でした。日本人なのに道もわからないなんて情けないですね。電車やバスで席を譲ってくれる も、外国人のほうが多いような気がします。本当は日本人がもっとし かりしなければいけません　
また、夏に孫と遊んでいてうっ









とっておきの「おもて し」をしたい 思います。高級ホテルや旅館とはひと味違う、良正流のおもてなしです。手厚いサービスはありませんが、これだけ知っておけば、どんな豪華料理やスイートルームにも負けないぐらい相手や自分を満ち足りた気持ちにさせてくれる極意を紹介します。 “おも



















それは、 「精気」 「生気」 「湯気」







片づいていますか。臭いがこもったりして ませんか。温か 食事をちゃんと食べていますか。六つのことは相手を気持ち良く る基本ですが、自分の気持ちを正しくすることにもつながります。　
部屋の整理ができていれば、心






返りを求めないことです。 「布施（ふせ） 」 という言葉には広く施すという意味があります。私たちはとかく、 「このあいだ贈り物をもらった らお返しをしなきゃ」とか、 「このあ だ助けて げたから今後は手を貸してくれるだろう」と 一対一 関係や損得で物事を考えてしまいます。でも、人からなにかをいただい ら、ほ
かの人にちがう形でお返しをしても良い です。おいしい料理をいただいた帰りに、電車で席をゆずる。 そういう行い ご縁がつ て、めぐりめぐって自分に返ってくるというのが、本当の意味のおもなしではないでしょ か。　
おもてなしは決して特別なサー

















［ 大 正 大 学 ］ 情 報
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